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 どうぞよろしくお願
ねが

いいたします。 
 

桜満開の中、進級の喜びを胸に元気いっぱいの笑顔あふれる子どもた

ちの声が校舎に響き、学校が一気に活気づいて参りました。 

新年度のはじめにあたり、お子様の入学、進級を心よりお喜び申し上

げます。 

今年度も、新型コロナウィルス対応を含め、子どもたちの安心・安全

を第一に、職員一同、精一杯努めてまいりたいと考えております。 

令和４年度の鶴巻小は、児童数７６０名、職員６１名でスタートいた

しました。 

鶴巻小学校をステージに、子どもたちと教職員、そして保護者の皆様

や地域の皆様との新しい出会いの開始です。 

今年はどんなドラマが展開されるでしょうか。楽しみでもあります。 

本校の学校教育目標は、 

学校教育目標 

自ら学び たくましく 心豊かな子どもの育成 

めざす児童像 

○友だちを思いやり、ともに伸びる子 

○自ら学び考える子
こ

 

○粘り強く、挑戦する子 

 

この目標に向かって、全教職員で力を合わせ、教育活動や教育環境の充実に努めながら、学ぶ力・豊か

な心・健やかな体の育成に取り組んでいきたいと考えております。 

夢中になって様々な活動に取り組む中で、「やった」「できた」「もっとやってみたい」と、自分の成

長を感じることのできるような支援に努めていきたいと考えています。そして、多くの子どもたちが「学

校に来るのが楽しい」と感じるようにと願っております。 

保護者の皆様には、これまで同様、本校の教育に対して、温かい御理解と御協力を賜りますようお願い

申し上げます。 

「つるふわ」について 

鶴巻小学校では、「ありがとう」

「よかったね」「だいじょうぶ？」を

「つるふわ」ことばとしています。もと

もとは「つるまきふわふわことば」と

して子どもたちに考えてもらったこと

ばです。それを短くして「つるふわこ

とば」です。 

言われてうれしかったことばを

「ふわふわことば」と言います。相手

のことを考えたことばがけが子ども

も大人もできるといいですね。そう

いう願いをこめて、学校だよりの名

前にしました。 

反対に言われると悲しくなること

ばを「ちくちくことば」と言います。使

わないようにしたいことばです。 


